









関西 意 匠学 会 ・20年
一 沿 革 資料 集 一
会 務 小 史
●発起人会 昭 和34年9月12日於 楽友会館
5月頃 より,有 志 によって準 備が実 る。 さら




会則の審議,会 の名称 は 「関西意匠学会」 と
し,事 務局 を当面京都 学芸 大学構成研究室 に置
くことが第1章 総 則に定 め られた。会 の目的は,
「意匠に関 す る会員相 互の研究 によ り,意 匠学
の進 展 を図 ること」 とされ,研 究会 開催 や出版
等の事業,会 員の互選 による役 員,総 会等の会
議 や会計に関す る要件が約 された。 役員の選出。
14名の委員,11名の幹事 が選 出 され,委 員の推
選 より井島勉氏 が会長 に,同 互選 によ り重成基
氏 が委員長 に就任 した。顧 問と して霜鳥之彦氏
が委嘱 された。
「意匠学は,日 々の生活 を支 え,そ れを育 て
る実践 と結 びつ いた学 問であ り,そ れだけに難
解 さも加 わるが,そ れは 多数の人た ちの参加 に
よって,切 り開かるべ きこ とで ある」(井 島会
長 の閉会 の辞 ・要旨よ り)
●第1回 研究例会 の開催
昭和34年12月12日於 京 都大学文学部
内容 は例 会の歩み を参照,以 後 別表事業一覧
に見るよ う年平均4回 の開催 を得,今 回に至 る。
●会報1号 発行 昭和35年2月10日
以後6号 までは,会 務の記録伝達 を主 に機関
誌的機能 を果 す。昭和37年機関誌創刊 に伴 ない,
発展的中断。
●会A名 簿の発 刊 昭和35年9月20日
以後,新 入会員や会 員の移動 は会報 や機関誌
で補足 され,数 年お きに新調 されて今日に至 る。
●会誌 「デザイ ン理論」第1号 堯刊
.昭 和37年11月11日
編集 には,編 集委 員会 が当 り,京 都市立美術
大学内元 井能氏 が,代 表発行人 とな り,印刷 は
明文舎 印刷KKが 当った。
印刷 は,第2号 ・第3号 をKK萬 年社が当 り,
第4号 以降は有限会 社北 斗プ リン トが担当,今
日に及ぶ。
●被服分科 会第1回 研 究例会 の闘催
昭 和37年12月22日於 京都女子大学
以後,年1～2回 の開催 を得,今 日に至 る。
●事務局移転 昭和39年1月18日
前年11月の第5回 総会 の議決 によ り,従来京
都学芸 大学 ・特修美術科 に置 かれていた事務局
が,京 都工芸繊維大学,意 匠工芸学教室内 に移
転。総 務は福永委 員,編 集は河 本委員が当るこ
ととなった。 これに伴 ない会則 が一部変更 され
た。同 じ頃,正 会 員,法 人 ・賛助会員の他 に,
学 生会員 が新 設 された。
(i)
.. ●会報 第7号 発行 昭和40年4月15日
会誌 の創刊以 後発展的 に中断 して きた会報 が,
会員 との コミュニ ケーシ ョンの増大 ・深化 を目
し,学 会誌発行 までの中間時 に再 刊 され ること
となり,以 後年1回 の発刊 を持 続 し今 日に及ぶ。
●委R長 制度の廃 止
昭和40年11月12日於 第7回 総会
重 成委 員長 の病 気療養 にともない,辞 任 の申
出があったが,審 議の結果,後 任補充 は行わず
制度の廃 止並び にこれにともな う会則 の一部変
更 を行 うこととなった。
●ID分科会 第1回 研究会の発足
昭和42年6月10日於 大阪毎 日ホー ル
2番目の分税会 として発足 したが,以 後 は遺
憾 なが ら停滞 して いる。
●会 章コンペ謇査会
昭和43年9月21日於 京都工芸繊維 大学
創立10周年記念 事業 の一環 して,学 会会章が
公募 され,亀 田季 一氏(京 都工芸繊維 大学学生)
の案 が第一席入賞 。第10回総会で表彰式 が挙行
され,賞金3万 円 が同氏 に贈 られた。以後会章は
各種 広報 に活躍 し,ま たバ ッジも造 られ現 在も
事 務局経 由で希望 者 に実費頒布 されている。
●役員選挙規 定成立
昭和45年11月13日於 第12回総会
創立10周年 を機 に,す でに第10回総 会で原案
が提起 され ていた選 挙規定 は,そ の後選挙規定
委 員会の研究 を重 ね,第11回総会の審議 を経 て
よ うや く議決 され,昭 和47年度以降実施 される
こととなった。これ により,従 来 からの方針 で








今回よ り,大 会運営 を当番校 制とす ることと
な り,本 大会仕京都市立芸術大学 が担 当。会場
は京都女子大学 が提供 して協 力 した。以後,第
17回は京都教育大学,第18回は京都女子大学,
第19回は京都工芸繊維大学,第20回は京都市立
芸術 大学 が担 当 して今 日に至 って いる。
○編集事務局 の移管
会誌 「デザ イン理論」の編集発行 人は第 号
以降,京 都工芸繊維大学河本委 員が担 当 されて
きた。同氏の停年退官 によ り,同校野 口委員が
その後引継 れたが,事 務分散 の方針 に より,第
14号より,元 井委 員が担 当,編 集事務局 も京都
市立芸術大学 に移管 され,新 らた に就任 した。
編集幹事鈴 木佳 子氏と ともに編集 に当 ることと
な り,そ の後今 日に及ぶ。
●役 員改選
昭和52年8月11日 於京都工芸繊維 大学
選挙規定施行後第3回 目の委 員選挙 が行 なわ
れ,役 員 が選 出された。井 島会 長が病気療養中
のため しば らく会 長代 行 を務め た河 本委員が新
会長 に推 され昭和53年4月か ら就 任 する;と と
、なった。
●井 島勉前会 長の逝去
学会創立時 より約20年会長 を務 め,学 会指導
の先頭 に立 って こ られた前会長 は,昭 和53年5
月12日午前11時,永眠 された。 学会では規定 に





学会創立20周年を祝 賀 ・記念す る企画 が,本
年4月 よ り一+'!.案され,実 行委i3会,役員会 の審
議 を重ね た。11月10・11日の記念大 会におけ る,
パネル展示,学 生発表,記 念 パーテ ィな どの行
事,会 誌 記念号が発刊 され る予定 である。
開西意匠学会 ・事業一覧(1959～1978)
研 究 会 ・総 ムx 出 版 分 科 会
昭 西 大 例
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34 'S9 i 12 1
35 '60 2 34 5 2-5
36 '61 3 67・ 8・9 6
37 '62 4 10.1112・13 1 1
38 '63 5 14.15・ 16 2 2.3
39 '64 6 17.18・ 19.20.213 4.5
40
'65
7' 22.23・ 24.25.264 7 6.7
41
'66
8 27.28・ 29.30.315 8 8・9
42 '67 9 32.33・ 34・35 6 9 10.11 1
43
'68 10' 36.37・ 38・39 7` io 12
44
'69 11 40.4142 8 11
45
'70
12 43 44.45.46 9 12 13 1
46 '71 13 47.48・ 49・50 10 13 14.152.3
47
'72 14 51.52・ 53・54 11 14 4
48 '73 is 55.56・ 57・58 12 15 16 5
49 '74 16 59.60・ 61.62 13 16 6
50 '75 17 63.64・ 65・66 14 17 17.187
51
'76 18 69・68 69・70 15 18 8
52 '77 19 71・72・ 73・74 16 is 19 9
53
'78 20" 75.76・ 77 17"










帝塚 山女子大学 村上憲 司
「衣裳 と容貌の変遷 について」
京 都工芸繊維 大学 福永俊吉
「デザイ ンにおける不易 と流行」
京都市立美術大学 向井 正也
「カラーデザ インに関す る一 考察J
奈良女子 大学 山崎勝弘
記念講演
「デザ イ ンと企 業J我 妻 栄






「ルネサ ンスのm築 家の イメー ジ」
京都工芸繊維大学 相 川 浩
「アー ト・デ ィレ クターにつ いて」
大阪淀 高校 北根 肇
「被服造形学の課題 について
大阪市立大学 中嶋朝子
「す きや建 築におけ る床面座椅子座 の一 考察 」
成安女子短期大学 宗 都宮誠太郎
「陶磁 工芸のデザ インと素材 との関係J
京都市立 美術 大学 小山喜平
「HumanEngineering(Ergonomics)につ いて」
京都工芸繊維 大学 中村雄 二郎
「古代中 国における意 匠(造形)成立の過程 につ
いて」 大阪市立大学 高田克己
.「 ・ 京都市立美術大学 早 川麟
「研究の主題(コミュニケー シ ョン)」
伝達のための新 しい道具 としての言語
大阪工芸高校 三 木康 生
見学会
ル ・コル ビュジェ展








「女性の デザイ ン感覚 についての考察J
京都市立美術大学 城 貞男
「デザ インとフ ォルム」
日吉 ケ丘 高校 武 田恒 夫
「デザ イン行為の規範 につ いて」
京都 市工芸指 導所 片山行雄
「欧州 見学」 田中吉之 介



















「結縄文 につ いて」 関西大 学 吉村元雄
「外部空間の ラフ ・スケ ッチ」
兵庫 工業高校 菅原 亮
「設計組織 と管理 について」
新三菱重 工KK田 中 弥
「フォルム概念吟味 よ り意匠 学の問題 を論 ず」
龍村 謙
「1・Dに おける現 代造形感 覚」
布施 市工芸 指導所 高橋秀雄




司会 京都工芸繊 維大学 河本敦 夫
パネ リス ト
(;;i都工芸指導所 片 山行雄 大市大 高田克己丶











「心象表現 と してのベー シックデザ イ ン教育」
齒 芦屋高校 池内 登
「建築 にfJける機能 の表現 につ いて」
長部建築造形社 長 部謙吾
「家具 計画 の基礎 的考察一 アパー ト居住者層 の




京都市立美術 大学 宮島 久七
「照明度化に ともなう色彩の 見え方 について」
京都女子 大学 向井裕彦
「デザイ ン教育 システムの試論」
伏 見工業 高校 東 政 美
















「かす り性」 大阪 市立大学 中島清子
「商品 計画 とID業 務」一 カ メラ ・デザ インを
実例 と して一
ミノルタ ・カメラKK白 松 正
「企業 とデザイ ン」KK寿 屋 斉藤重孝
「芥子 園画 論 とデザ イン理 論」
成安女子短期大学 安藤 博
「郷 土工芸産業 とクラフ トデザ イン」
岡山工業 高校 加藤 平雄
「船舶 にお けるイ ンテリアの諸問題」
神 戸船舶装備KK山 北栄寿
「グラフィ ックデザイナー論」
KK万 年社 北根 肇
シ ンポジウム
「伝統 と流 行」司会 関西学院大学 今井 清
パ ネリス ト
儺 瓣 繍 大綴 森孝之)
見学会
近代国際 陶芸展 国立近代美術館(京都)









西野 田工業 高校 朝長耿英
「被服型態 と布畠の表現性」
帝塚 山短 期大学 南 日明子
「基礎 デザ イ ン」 日吉 ケ丘 高校 笠間嘉一郎
「市販玩具 における配 色の傾向性 に関す る色彩
保育的 見地 か らの考察」
姫 路短期大学 池内 登
「国産中型旅客Y5-11の イ ンテ リア ・デザ
インについて」
大阪大丸本部 デザ イ ン空 川崎 浩
「輪出陶磁 器 デザ インの現状」
和 田デザ イ ン研究 所 和田三千穂
シンポジウム
「デザイ ンの 日本性格」














「電 化製品な どの寸法調整 につ いて」
松下電産KK勝 又研一
「視覚言語の構造」 浪速短期 大学 村上憲司





「現代デザ インにおけるソフ ィス テ ィケー シ ョ
ンの 問題」 神 戸大学 向井正也
シンポ ジウム
「環境 とデザ イン」
司会 京阪電鉄KK中 西 徹
パ ネリス ト
(京美大 元井能 服飾D高 田千代子KK銭屋 馬場敏郎 大市大 水谷穎介)
見学会
京都国 立博 物館 ・特別展覧会
懇親会






「伝統 京都工芸品 の祖形調査 」
京都工業試験所 山内 明
「デザ イ ンにおけ る形 式主義」
大阪芸術 大学 宮 島久雄
「デザ イン学 における方法論 」




松下電 工株 式会社 神阪 祥
「万国博 のデ ィスプレー」
株式会 社 日展 神吉 定
堀 口隆志
シンポジウム
rデザ イ ヒにおける合理 と非合理」
司会 鐘紡 佐 野正男















「デザ イ ンにおけ るシステム論 によるアプロー
チ」 京阪電鉄KK中 西 徹
「外 衣産業商品企画概論」
,伊 藤忠KK森 孝之




.司 会 京都工芸繊 維大学 樋 口 治
「広告応 理学 とデザ イン」京都大学 苧 阪良二
「色彩心理学 とデザ イン」
京都工芸繊維 大学 秋 田宗 平
見学 会







会場 京 都社 会福祉会館
研究発 表
「流 行と企 業」 東洋紡績KK大 纒 勝
「下着 デザ イ ンの人間工学的ア プローチ」・
KKワ コー ル 玉川長一 郎
「創造 工学 のデザ イン教育への アプローチ」
西野田工業高校 南塚 豊
「ウィ リアム ・モ リスにおけ るデザ イ ン思想 の
一考察」 京都工芸繊 維大学 羽生正 気
「少量 生産機 器デザ インの一考察」(分析機器 に
ついて)島 津製作所KK吉 富元康
「Lettering&Typographyの新 しい考え方に
ついて」 大阪芸術大学 西脇友 一
講演 ・質疑
「環境形成 におけ るデザ インの諸問題」












「新 しい造形 の方向一情 報 としての 美術 」
京都大学 乾 由明
「使 い捨 て繊維 製品についてJ
伊藤忠商 事 生沢輝忠、
「透視図の思考」 竹 中工務 店 村尾 栄
「スペー スユ ニッ トの試案」
積 水化 学 秋山揣郎
「新聞広告 にみ る表現構造」
アー ト社 立沢 広














「製品デザ インの造形 を決定 するもの一 その具
体 的分析一」 京都工芸繊維大学 高橋秀雄
「日本の クラフ トに関す る一 考察」
'陶 芸家 熊 倉順吉
「視知覚 におけ る形態閾 と場強の相関的 研究」
‐Visualcommunication思考へ のアプローチー .
姫路短期大学 池 内 登
「下着の人間工学的追求一 その一環 と しての
Foundationgarments製作用 ダ ミー について一」
($)
KKワ コール中央研究 所 猪股満 智子

















「トスカー ナ壁 画と建 築」
京都工芸繊 維大学 上平 貢
「ドレーパ リーについて一 コマー シャル ・アー
トと しての衣服造形一」
京都 女子大学 浅 田正代
「デザイ ンの創造工学 による設計手順 の研 究」
京都教 育大 学 日野永一




「設備ユ ニ ッ トのデザ インにつ いて」
松下電 工KK前 田樹男
シンポ ジウム
「現代 デザ インへの疑 問」
司会 京都工芸繊維大学 樋口 治
パネリスト








会場 京都教育文化 セ ンター
研究発表
「システムからイメー ジへ」
京都工芸繊 維大学 増 山和夫
「重袿 の配色 に見る暈 繝効果」
京都市立芸術大学 長崎盛輝
「ヨーロ ッパの空 間意識 につ いて」
関西学院 大学 今井 清
「デザ イン教育に関す る一 考察 」一 モホ リー ナ
ギ を参酌 して 一
松下電 器産業KK羽 生 清
「開発 と自然」一 人間 と自然の調和す る開発手
法一 竹中工務店KK中 村 淳
「レコー ドジャケ ッ トにみ る60年代 の潮流」





















「ヴィジュアル ・デザイ ンの方向 と考 え方」
大阪芸 術大挙 西尾 直
「環境 デザイ ンについて」
京都市立芸術大学 稲 田尚之
「ア クリルの手工芸への応用 に関す る研究 」
京都工芸繊 維大学 柳 原明彦











「京都 の建物 の出入 口(日本の色 の中の一つ とし
と して)」 松下電工KK仙 石卓 三
「円形 木器 について」
京都府立大学 後藤偉沙雄
「ミクロネシア ・ポナペ島 の生活 と衣服 につい
て」 奈良女子 大学 片山陽次郎
「沖縄国際海洋博 『海洋 み どり館』 の出展 計画




成安 女子短期大学 四 方功一
「デザ イ ンにおけるイメー ジの等価性 に関する
一考察」一創 造教育 への アプローチー








会場 京都教育文化 セ ンター
研究発表
「OfficeLandscapeにみ るイ ンテ リアデザ イン
への提言」 日建設計KK山 崎慶昭
「ヨーロ ッパにおけるイ スラム ・パ ターンにつ
いて」 京都 市立芸術大学 中井 貞次
「アメ リカの印象J
成 安女子短期大学 上田博 一
「 「機能 』について」
京都工芸繊維大学 増山和夫
「形体 創造 におけ る組織的 アプローチ」一 デザ
イ ン教育 におけ る創造的思 考の研究 一
神戸大学 大西 範明
「ヴ ァイマ ル ・バ ウハ ウスの評 価 をめ ぐって」
国立国際美術館 設立準 備室 宮島久雄
(io>
●
「既成 メデ ィアの活性 化」















大 手前女 子大学 野口栄子
「生活空 間の変容一1農 家 の事例 より一」
奈良 県立民俗 博物館 芳井敬郎
「経 済安定成長下 におけるパ ッケー ジデザ イ ン
のあ り方」
斉藤重 孝デザ イン事務所 斉藤重 孝
「日本 におけるウ ィリアム ・モ リスゴ
京都市立芸術 大学 平 田 自一
「船舶居住 設備 の歴史的変遷」











「デザ イナーの評価 」 ジャパ ン ・デザイ
イ ン ・サー ビス株 式会社 上田健 一
「デザイ ン製 品におけ る記号論的過程」
京都市立芸術 大学 渡辺 真
「デザ インにおけ る空間」 特許 庁 梅沢 修
「W・M・ ヴォー リスの建築作 品につい て」
大阪芸術 大学 山形政昭
「レオナル ドとデザイ ン」 旨
京都工芸繊維 大学 上平 貢
「産業 計画 とデザ インの方法J




























「企業内 におけるデザ イ ン業務J
阪急電鉄株 式会社 田 中照三
「現代 美術 思想 の一 面 と工芸」
京都工芸繊維大学 河 本敦 夫




「欧米 イ ンダス トリアル ・デザ イン見 て歩 る き」





「デザ イ ン教育の諸 問題」
兵庫 工業高校 南原七郎
「世 界デザイン会議 について」





「デザイ ンの基礎理論 に関す る一考察」
京都学芸大学 伊 東一信
「マ ス ・メディア機構 内のデザイ ンに関す る一











「デザ イン ・ポ リシイの理念 」
・ 京 阪電 鉄株 式会社 中西 徹
「形態 とデザイ ン」
成安女子大学 安藤 博





成安女子短期 大学 吉 村午郎
「ヨーロ ッパ諸都市の ウィン ドウ ・デ ィス プレ
イ雑 感」 京都市立美術 大学 長崎盛輝
■第9回 研究例 会
日時 昭和37年4月21日
会場 京都市立 美術 大学
研究発表
(12)
「MOULD成型 につ いての デザイ ン的研究 」
京都 工芸繊維 大学 野 口 茂
「東南 アジアを旅 して」






鐘紡株 式会社 佐野 正男
「手工芸 につ いて」 陶芸家 佐 々木猛
●第11回研究例会
日時 昭和37年7月7日
会場 京 都工芸繊維 大学
研究発 表
「イ ンドの旅」 京都工芸繊 維大学 福永俊 治
シンポジウム
「ヒューマ ンエ ンジニ アリン グ(人 間工学)」
司会 京都工芸繊維 大学 河 本敦 夫
パ ネリス ト 京都市立美 術大学 向井正也

















「建 築的価値 につ いての一考察」
長部建築造形社 長部 謙吾





会場 京都市 立美術 大学
研究 発表






「鉄道車輌の工業 デザ イ ンについて」
川崎 車輌株式会社 米満知足






「デザ インと風土性」 浪速短 期大学 田中健 三





「イ タリーデザ インと日本 デザ イ ン」
(13)
東洋紡績株 式会社 恵美和昭






「イ タリーの自動 車デザイ ンについて」
















京都市 立美術 大学 元井 能
「デザイ ン雑感」











会場 京都r芸 繊維 大学
研究発表

















「欧米 か ら見た 日本 のデザ イン」
兵 庫県立工 業高校 南原七郎

















成安 女子短 期大学 三浦 伝
●第27回研究例会
日時 昭和41年5月14日
会場 京都 工芸繊維 大学
研究発表
「ニューヨー ク ・ワー ル ドフェアみて ある き」
KK日 展 神吉 定
「デ トロイ トの フォー ド ・ミュージアム」
京都工芸繊維 大学 柳 原明彦
●第28回研 究例会
日時 昭和41年6月18日
























「ジョー ジ ・ネルソンデザ イン事務所のデザ イ

















「企業側 か ら見たデザ イ ンの諸 問題 」









映 画鑑 賞 「槌起」 ・ 「飾 り馬」
小坂哲 人 解説













「繊維材料 を中心 としたイ ンテ リア内装材の防
炎性 について」
日建設計工務株式会社 佐 々木桂
「新 らしい インテ リア ・デザ イ ンの動向J
京 都工芸繊維大学 樋 口 治
●第41回研究例会
日時 昭和44年7月19日
会場 神 戸大 学
研究 経過報告
「ア ノニマ ス ・デザ イン」
神戸大学 向井正也






京都市 立芸術大学 田坪 良次
「北欧の住宅環境 について」





「デザ イ ン ・プロセスの電 子計算機の導入」
京都工芸繊維大学 増 山和夫
「京都 の屋 外広告」 京都教育大学 伊 東一信
●第44回研 究例会
日時 昭和45年7月11日






会場 京 都女子 大学





「デーニッシュモ ダンフ ァニ チ ャーと コー クリ





















京都工芸繊維 大学 樋 口 浩
●第50回研究例会
日時 昭和47年2月5日
会場 京 都工芸繊 維大学
研究 発表
「創 造思 考に関す る諸問題」
京都市立芸術 大学 高井一 郎
●第51回研 究例会
日時 昭和47年5月31日
会場 京都市 立芸術 大学
研究発表
「ウガンダ(東 ア フリカ)の 土器」
大阪芸術大学 森 淳
「ヨーロ ッパの屋外広告 とウ ィンドウデ ィスプ






川崎 重工株 式会社 種村真吉
「システム設 計について」





「混成文化 につ いて」 一 スペイ ンのかた ちと





「ウ ィー ン工房 の成立」
京都市立芸術大学 鈴 木佳 子
「ポーラ ン ドtス ターの特質 とその位置」





「美術教育 における造形 文法 の位置 とその指導」
京都 市立芸 術大学 川村善之
「明治 とデザ イ ン」






神 戸大学 嶋 田勝次
(i7)





岐阜女子大学 吉 見静 子
「プラ ンとデザ イ ンー あるコ ミュニテ ィセ ン タ
ー ・プロジェ ク トの例 」





「現代デザイ ンの統 一的基盤 」一モホ リー ナギ
ーのbiologicallawをめ ぐって一
京都府総合資料館 渡辺 真







九州芸術 工科 大学 吉積 健
「韓国美術調査」一 日本美術 の源流 を訪 ねて一





「フ ァッションに於 け る悪 につい て」





「生 きている韓 国民芸 品」
大阪芸術大学 足 立真三




会場 京 都市芸術 大学
研究発 表
「OPTICALILLUSIONに関す る知覚 心理学






『 京都工芸繊維 大学 吉岡敏夫
「公共空間 における トー タルイ ンフォー メーシ
ョンシステム とデザ イン」







「産 業の ファッシ ョン化志向」




会場 嵯峨 美術 短期大学
研究発表
「インダ トリアル ・デザ インへ の行動科学的方
法の試 み」m材 開発計画へ の導 入一
視覚 設計体 高橋憲行
「デザ イ ン及び クラフ トにおける虚像 と実像」









会 場 京都工芸繊維 大学
研究発表
「運動の造形 と映 画の可能性」
大阪芸 術大学 豊原正 智
「最近 の印刷」一 新 しい グラビアと布地 印刷一
凸版印刷株式会 社 郡 司修 三
■第68回研究例会
日時 昭 和51年7月10日










「バ ウハ ウスにおける芸術 とデザ イン」
京都工芸繊維 大学 薮 亨
「伊 勢型 による模様染め につ いて」






「伝統 産業の商品開発 につい て」
京都市工業試験場 佐 野敬二
「中央ア ジア ・オアシス都市 の人々 と衣服」





「ビデ オ十 コンピュー ター」
一創造 力と してのテ クノロ ジー
九州芸術 工科大学 吉積 健
「ポ スターに於 けるデザ インポ リシイの一例」
京阪電 鉄株 式会社 中西 徹
●第72回研究例会
日時 昭和53年7月16B
会場 神 戸 タワーサ イ ドホテル
研究 発表










『 京都市立芸術 大学 浜野節朗
「チャー ルズ ・レニー ・マ ッキ ン トッシュの研





「棚 の変遷 と意匠 について」
岐阜女子大学 吉 見静子






「明治 とデザイ ン」一 明治20年頃 より明治末年
まで一 夙川学園短 期大学 緒方康二











分 科 会 の あ ゆ み



















「アメ リカ旅 行談一ナバホ イ ンデ ィア ンの クラ
フ トを中心 として(スライ ド使用)」
大阪 市立大学 中嶋 朝子
懇談会 「被服 意匠学 に関す る諸 問題」





「被服構成学 の立場か らみた被服 デザ イ ンにつ





「被 服美の構 造 について」
成安女子短期 大学 板倉寿郎

















「丹波布 につ いて」 永元寺 金子貫道





「既 成服の発展的段階 における諸問題 について」
相愛 女子短期大学 山本富佐 子







厂繊維 メー カーにおけ る商品企画課 の一員 とし





「デザ イン過程にお ける美の取 り扱 い」
一服飾造形の場合一
成蹊 女子短期大学 松本千巻























「琉 球舞踊 とその服飾 美について」











「現代衣服 の源流 展 について1920年前後 の衣
服」 小 出敏 子服飾デザ イン教室 小 出敏 子
「『現代衣服の源流展』に思 う」





「南 ドイツ とオー ス トリアの民族服 につ いて」
高田千代子
「被 服造形 と技術 をめぐる課題」









一lD分 科 会 一
●第1回 研 究例会
日時 昭和42年6月10日
会場 大阪 ・毎 日ホー ル
講 演
「コ ンピュー ター と工業 デザ インー 自動制御製
図装 置について一J武 藤 工業KK望 月専務
一 理 論 分 科 会 一
●第1回 研 究例会
日時 昭和45年12月5日
会場 京都 工芸繊維 大学
研究発表
「現代状況 におけ るヴィジュアル ・デザ インの
課題」 九州芸術工 科大学 吉積 健
●第2回 研 究例会
日時 昭和46年6月26日
会場 京都 工芸繊維 大学
研究発表
「デザ イ ンにおけ る創造性の 問題






















「初期バ ウハ ウスの諸芸術綜合 の理 念」





「デザ イン学の体 系 と方法」





「アール ・ヌーヴ ォー について」
京都工芸繊 維大学 羽生正 気








「デ ザ イ ン 理 論 」の あ ゆ み
第1号 創刊号 昭和37年(1962年)11月発行
「機関誌発刊 によせ て」 井 島 勉(京都 大学)
論 文
「デザイ ンの空間」
河本敦 夫(京都 工芸繊維 大学)
「ジャパ ン ・デザイ ンの反省」
向井正也(京都 市立美術大学)
グラ ビア(ヴ ィジュ アル ・プレゼ ンテー ション)
大学紹介
研 究
「グラフ ィック'・デザ イ ンの技術 的研 究」
重 成 基(京都学芸 大学)
「これか らの文具店 とそのデザ イン」






デザ インニ ュースノ参考文献 目録/学会報告ノ会則
表紙デザ イン 伊 東一信(京都学芸 大学)
第2号 昭和38年(1963年)11月発行
「巻頭の ことば」 重 成 基(京都学芸 大挙)
論 文
「デザ イ ンエ レメ ンツ」
中 西 徹(京阪電 気鉄道KK)
「マスコ ミに表 れた現代 デザ イン」
青山武 雄(萬年社 名古屋 支店)
「中村真造科学研究室 を尋ねて」
「伝 統 工 芸 意 匠 の 再 検 討 」 一 伏 兇 人形 の 成 立 と
そ の 周 辺 一 片 山 行 雄(元 京 都 市 工 芸 指 導 所)
「デ ザ イ ナ ーの 性 格 分 析 」
山崎 勝 弘(奈 良 女 子 大学)
「モ ニ ュマ ンの デザ イ ン」 一 ル ー ズ ベ ル ト記 念
・ 砕 の コ ンペ につ い て一 向井 正也(神 戸 大 学)
「我 が国 に お け る デ ザ イ ン教 育 図 書 」
城 貞 男(京 都 市 立 美 術 大 学)
二 つ の 個 展 を 見 て/学 会 ニ ュ ー ス/会 則
表 紙 デ ザ イ ン 伊 東 一 信(京 都 学 芸 大 学)
第3号 昭 和39年(1964年)11月発 行
論 文
「イ ンテ リ ア と照 明 」
渡 辺 敏 雄(安 井 建 築 設 計 事 務 所)
「東 海 道 新 幹 線 電 車 の ア ウ トラ イ ン とデ ザ イ ン」
米満 知 足(川 崎 車 輌)
「船 舶 居 住 設 計 につ い て 」
'土 屋 一 夫(三 井 造 船 玉 野 造 船 所)
「イ メ ー ジ,フ ォル ム,シ ンボ ル」 一 ケペ ッ シ
ュの 〈新 しい 世 界 の 眺 望 〉(Thenewlandscape
inartandscience)から






宮 島 久 雄(京 都 市 立 日吉 ケ丘 高 校)
学 会 ニ ュ ー ス/会 則






「アフガニ ス タンのデザイ ン展望」
小 山喜平(京都市 立美術 大学)
「輸出雑貨 とデザイ ン」
大場 吉三郎(大阪府 立工業奨励館)
「伝播 した意匠」 高田克 己(大阪市立大学)
「企業の デザ イ ン組織 」
島崎雅 夫(松下電器産業KK)
「ア ドバ ダイ ジングデザ イナー」
北根 肇(KK万 年社)






「今 日の 日本の デザ イナー と経済機 構」
樋 口 浩(KK高 島屋 大阪 支店)
「抽象作品 と装飾性」 東 政美(熊本 大学)




「馬の ない馬 車の将 来」
森 本真佐男(トヨタ自動車工業KK)
「教育機 関 としてのバ ウハウス」
宮島 久雄(浪速芸術大学)
学会ニュース
表紙 デザイ ン 伊 東一信(京都学芸大学)
第6号 昭 和42年(1967年)11月発行
論 文
「基礎 デザ イン教育 への一考察」
池内 登(姫路短期大学)
「デザイ「ナーの側面図」
上田健 一(ジャパ ンテキ ス タ
イルデザイ ンサー ビス
「モ ダンアー トの理念 と実践」-Karl
Gerstnerの昂 合一 朝倉直 己(京都教育大学)
「縄文式土器の機能 と形態」
森 淳(大阪芸術 大学)
「テキ ス タイルデザ イ ンの問題 点」
恵美和昭(東洋紡績株式 会社)
「小袖意匠 にみられる町 人的性 格」一 その形成
地盤 につ いて一 中島清子(大阪市立 大学)
「我 が国家紋 の擬態性 について」
中野正男(京都 女子 大学)
「デザ イ ンの哲学」一 試論一









「意匠学 ・色彩学」中野正男 ・向井裕彦 共著
建帛社発行 山崎勝弘(奈良女子 大学)




創 立10周年 に あ た って 」 井 島 勉(京 都 大 学)
研 究 験 文
デザ イ ンにつ い て
今井 清(関 西学 院 大学)
「エ キ ジ ビ シ ョン プ ロ デ ュ ー サ ー の 育 成 」
堀 口 隆 志(株 式 会 社 日展)
「デ ザ イ ン管 理 に つ いて 」 一 企 業 デザ イ ンの理
念 にρ い て一 古 沢 正 流(松 下 精 工 株 式 会 社)
「建 築 の 空 間 構 造 」 一 そ の表 象 と理 念一
鳥 田 家 弘(神 戸大 学)
「1967年春 夏 の色 彩 動 向 に つ い て 」
伊 藤 郁 子(稲 沢 女 子 短 期 大 学)
「イ ンテ リア ・デ ザ イ ン ノ ー トJ
'本 田安 治(高 島 屋 大 阪 支 店)
「建 築的 な る もの 」 一 あ る空 間 分 節 につ い て(ノ
ー ト)一 田 中 喬(京 都 大 学)








柳 原 明 彦(京 都 工 芸 繊 維 大 学)
「デザ イニ ン グ ・プ ロ グラ ム」 カ ー ル ・ゲ ル ス
トナ ー著,朝 倉 直 己訳1966年 美 術 出 版 社
刊 中 村 敬 治(同 志 社 大 学)
デ ザ イ ン関 係図 書 目録 一1967/会章 デ ザ イ ン募
集経 過 報 告/事 務 局 経 過 報 告/会 則
表 紙 デ ザ イ ン
中 村 真(中 村 真 造 型 科 学 研 究 室)
第8号 昭 和44年(1969年)11月;fir
研 究 験 文
「人 間 と芸 術 」 吉 岡 健 二 郎(京 都 大 学)
「大 阪 国際 空 港 ター ミナ ル ビ ル の イ ンテ リア 」
小宮 三 辰(株 式 会 社 安 井 建 築 設 計 事 務 所)
「自動 車 デ ザ イ ンの チ ェ ッ クポ イ ン ト」
柳 原良 樹(ダ イハ ッ工 業 株 式 会 社)
「イ ン テ リア ・フ ァブ リ ッ クの 燃 焼 性 発煙 量 お
よ び燃 焼 ガ スの 毒性 に 関 す る研 究 」.
佐 々木 桂(株 式 会 社 日建 設 計 工 務)
「ヨー ロ ッパ の 民 俗 服 にみ られ る デ ザ イ ン」
中嶋 朝 子(大 阪 市 立 大 学)
「美 術 史 の 対 象 と して の デ ザ イ ン」









羽 生 清(京 都 工 芸 繊 維 大 学 研 究 生)
デ ザ イ ン関 係 図 書 目録 一1968/事務 局 経 過 報 告
表 紙 デザ イ ン
中 村 真(中 村 真 造 型科 学 研 究 室)
第9号 昭 和45年(1970年)11月発 行
研 究 論 文
「モ ダ ンデ ザ イ ンに お け る 「無 名性 」 の 論 理 」
向 井 正 也(神 戸 大 学)
「デ ザ イ ン ・プ ロ セ スへ の 電 子 計算 機 の 導 入 」
増 山和 夫(京 都 工 芸 繊 維 大学)
「収 納 具 考 向 レ上 開閏 器 」
(26)
後藤 偉 沙 雄(九 州 産 業 大 学)
「人間 工 学 の 動 向 に つ い て 」
中 村 雄 二 郎(京 都 工 芸 繊 維 大 学)
「デ ザ イ ン教 育 の 諸 問 題 」




宮 島 久 雄(大 阪 芸 術 大 学)
ElizabethAslin,TheAestheticMoveme-
nt,PreludetoArtNouveau,Elek,London
1969.羽 生 正 気(京 都 工 芸 繊 維 大 学)
デ ザ イ ン関 係 図 書 目録 一1969/事務 局 経 過 報 告
表 紙 デ ザ イ ン 中 村 真 造 型科 学 研 究 室
第10号 昭 和46年(1971年)11月発 行
研 究 論 文
「転 機 に立 つ イ ン ダス トリ ア ル デザ イ ン」
巽 正 和(松 下 電 器 産 業 株 式 会 社)
「モ ホ リ ・ナ ギ と光 ・空 間 ・運 動」
横 山 智 也(東 京 教 育 大 学 大 学 院)
「イ ンテ リ ア デザ イ ンの形 態 」
福 岡 喜 久 雄(大 阪 芸 術 大 学)
「視 覚 形 成 に お け る 光 ・運 動 の 問 題 」
吉 積 健(九 州 芸術 工 科 大 学)
「ウ ィ リア ム ・モ リ ス に おけ る デ ザ イ ン思 想 の





羽 生 清(松 下 電 器 産 業 株 式 会 社 意 匠 部)
ダブ リ ンの デ ザ イ ン透 視 図 法 ジェ イ ・ダブ
リン著 岡田朋二 ・山内陸平訳 鳳山社発行





表紙 デザイ ン 中村真造 型科 学研究室
第11号 昭和47年(1972年)11月発行
研 究諭文
「デザ イ ン・コオデ イネー ション」
.中 西 徹(京阪電鉄株 式会社)
「デザ イ ンにおけ る創造性の問題」一技術 論か
らのアプローチー
羽生 清(松下電 器産業株式会社)
「被服 と流行」 中嶋朝子(大阪市立 大掌)
「カ メラの造形 につ いて」一 その具体的 な一側
面一 高橋 秀雄(京都工芸繊維 大学)
「絵 画 における色彩 について」一配色面積 よ り






増 山和夫(京都 工芸繊維 大学)
「紙 による構成 ・デザイ ン」 朝倉直己著,
村上憲司(大阪芸術大学)
「生活空 間の造形 」元井能,鍵 和 田勉,中 西徹
一 京都大学美学美術史学研究会編 「芸術 的世
界の論理」創文社,1972年一
渡辺 真(京都工芸繊維大学 大学 院)
デザ イン関係図書 目録一1971/事務局経過報告
(z7)
表 紙 の デザ イ ン 飯 田 良 裕(大 阪 市)
第12号 昭 和48年(1973年)11月発 行
研 究 諭 文
「デ ィス プ レイ企 業 の 転 機 」
堀 口隆 志(京 都 教 育 大 学)
「ウ ガ ン ダの 刀物 と その 形 態 につ い て」
森 淳(大 阪 芸 術 大 学)
「機 器 デ ザ イ ンの 新 し い志 向 に つ い て 」
高 橋 秀 雄(京 都 工 芸 繊 維 大 学)
「明 治 とデ ザ イ ン」 一 ウ イ ー ン万 国博 覧 会 か ら
金 沢 区 工 業 学 校 の 創 設 ま で一
緒 方 康 二(夙 川 学 院 短 期 大学)
「プ ラ ス チ ッ グ を金 属 厚 膜 で 金属 化 す る技 術 の






Press,1971.宮 島 久 雄(大 阪 芸 術 大学 〉
「現 代 造形 の哲 学 」 河 本 敦 夫 著 ,岩 崎 美 術 社,
1973年 金 田 民 夫(同 志 社 大 学)
「被 服 造 形 学」 中 嶋 朝 子 著 ,光 生 館,1973年
元 井 能(京 都 市 立 芸 術 大 学)
デ ザ イ ン関 係 図 書 目録 一1972/事務 局 経 過 報 告
表 紙 デ ザ イ ン 京 都 市 日吉 ケ丘 高校
第13号 昭 和49年(1974箏11月発 行
研 寛 論 文
「ク ラ フ ト再 考 主 と し て そ の産 業 的側 面 か らJ
熊 倉 順 吉(陶 芸 作 家)
「自転 車 考 察 」 高井 一 郎(京 都 市 立 芸 術 大 学)
「国 鉄 の ポ ス ター」
金野 弘(グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ザ イナ ー)
「現 代 デ ザ イ ンの統 一 的基 盤J一 モ ホ リー ナ ギ
の"biological"をめ ぐ って 一
渡 辺 真(京 都 府 立 総 合 資 料館)
「基 礎 デ ザ イ ン教 育 の構 造 」
日野 永 一(京 都教 育 大 学)
「ヴ ィジ ュ ア ル ・プ レゼ ンテ ー シ ョ ン」
書 評
「色 の 日本 史」 長崎 盛 輝著 ,淡 交 社,1974年,










日本 語 訳 「生 きの び る た め の デ ザ イ ン」,阿部
公 正 訳,晶 文 社,1974.
宮 島 久雄(大 阪 芸 術 大学)
デ ザ イ ン関 係 図 書 目録 一1973/事務 局 経 過 報 告
表 紙 デ ザ イ ン 堀 口隆 志(京 都 教 育 大学)
第14号 昭 和50年(1975年)11月発 行
研 究 論 文
「バ ウ ハ ウ ス舞 台 工 房 の 意味 」
薮 亨(京 都 工 芸 繊 維 大 学)
「建 築 の時 間 ・空 間 と建 築 の 特 性 につ い て」
長 部 謙 吾(長 部 建 築 株 式 会 社)
「フ ァ ッ シ ョ ンデ ザ イ ンの ア リバ イ」
福 野 輝 郎(テ ル ・ロ オ フ ァ ッシ ョン構 造研 究 室)
(28)
福 野 輝 郎(テ ル ゜ロ オ フ ァ ッ シ ョ ン構 造 研 究 室)





吉 積 健(九 州 芸 術 工科 大 学)
「モホ リー ナ ギ/総 合 へ の 実 験 」 シ ビ ル ・モホ
リー ナ ギ著,下 島 正 夫 ・高 取 利 尚訳,ダ ヴ ィ
ッ ド社,1974.8
平 田 自一(京 都 市 立 芸 術 大 学)
「tス ター の歴 史Jジ ョ ン ・バ ー ニ コ ー ト著 ,
羽生 正 気訳,1974年9月 刊,美 術 出 版 社
中 西 徹(京 阪 電 鉄 株 式 会 社)
「九州 の か た ち現 代 工 芸 」 辻 公 也 編 ,西 日本 新
聞社,1975.7月
佐 藤 敬 二(京 都 市 工 業 試 験 場)
デ ザ イ ン関 係 図 書 目録 一1975/事務 局経 過 報 告
表 紙 デザ イ ン 凱 正(嵯 峨 美 術 短 期 大 学)
第15号 昭 和51年(1976年>11月発 行
研 究 論 文
「日本 の 色 を稽 え る紫 ・紅 雑 考」
長 崎 盛 輝(京 都 市 立 芸 術 大 学)
「工 業 デ ザ イ ンの 評 価 に関 す る基 礎 理 論 」
日野 永 一(京 都 教 育 大 学)
「文 明 開 化 期 に お け る 日 用雑 器 の 発 生 と形 成 」
後 藤 勇 雄(京 都 府 立 大 学)
「ヴ ィ ジ ュ ア ル ・プ レゼ ンテ ー シ ョ ン」
「ア ル フ ァベ テ ィ ッ ク ・シ ンボ ル 」
西 尾 直(大 阪 芸 術 大学)
書 評
「イ ン ダ ス トリ ア ル ・デ ザ イ ン」 栄 久 庵 憲 司 著 ,
一 道 具 世 界 の 原 型 と未 来 一 日本 放 送 出版 協
会(NHKブ ッ クス),1974年(5版)
「IDの 世 界 」豊 口 協 著 ,鹿 島 研 究 所 出版 会(S




Zurich,1971.羽生 正 気(京 都 工 芸 繊 維 大 学)
ArnoldFriedmann,JohnF.Pile,Forrest
Wilson著,漆原 美 代 子 訳 「イ ンテ リ ア ・ア
ー キ テ クチ ュ ア」
山 崎 慶 昭(日 建 設 計 株 式 会 社)
デ ザ イ ン関 係 図 書 目録 一1975/事務 局経 過 報 告
デ ザ イ ン表 紙 平 田 自一(京 都 市 立 芸 術 大 学)
第16号 昭 和52年(1977年)11月発 行
研 究 論 文
「写 真 と絵 画 に お け る造 形 的 役 割 に つ い て」
水 野 哲 雄(京 都 工 芸 繊 維 大 学)
「非 経 済 学 的 価 値 と して の デザ イ ンJ
中 山修 一(神 戸 大学)
「国 旗 〈日の 丸 〉 を考 え る」
秋 山哲 男(京 都 教 育 大学)
「デ ザ イ ン ・サ ー ヴ ェ イ ミ クロ ネ シア ・ポ ナ ペ
ペ 島 の 生 活 と衣 服 」 一 ヴ ィ ジュ ア ル ・プ レゼ ン
ン テ ー シ ョンー 片 山陽 次 郎(奈 良 女 子 犬学)
「京 都 駅 の マ ー ク及 び サ イ ン計画 試 案 」
伊 東一 信(京 都 教 育 大学)
書 評
「日本 の室 内」 種 村 真 吉 著 ,一 日本 イ ン テ リ ア
デザ ィ ンの大 系 一
野 口 茂(京 都 工 芸 繊 維 大 学)
「レオ ナ ル ドと彫 刻」 上 平貢 著 ,1977年5月,





デザ イン関係 図書目^-1976年/事務局経過 報告




ヴィ ジュアル ・プ レゼ ンテー ション
書 評
デザ イン関係図書目録一1977/事務局経過報告
/(前会 長 を悼 む)
表紙デザイ ン
(30)
